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序分布ラグ（distributed lag）の概念を創案し，様々な文脈に適用開始したのは Irving Fisherであっ






























































mentary slackness condition）で，θ＝０， /θ＜０，あるいは，θ＞０， /θ＝０を意味する。も
し，制御変数 u に非負条件 u（t）０が付加されるならば，（３）式は，後にみるごとく，Kuhn＝Tucker
条件で置き換えられなければならない。
ここで，接合点（junction point），すなわち，非制約区間と制約区間の間の接合時点における制
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しかるに，制約函数 h（t，x）から h の表現が導かれたときには，（１６）式の条件を（１）式の問題を介
することなく直接（１０）式の問題に適用することができる。


































































































＝X（t）D（t）０ Θ０ Θ（X（t）D（t））＝０ （３２）
B（t）０ ΘB（t）＝０ （３３）





































































このとき，その差は意図せざる在庫変動（unintended variation in inventories）を意味する。しか
るに，実販売は現時消費財需要と一致するが，後者は，現時生産高とは別概念である。
ところで，期待形成（formation of expectations）と望ましい在庫水準の決定に関しては，単純






















































































































































































































































がしたがうものとする。また，望ましい在庫ストック量 B d（t）は，t 時点における期待生産量 Y e（t）
と線型関係にある，すなわち













































































































































































































































からの繰越在庫残高 Bt１と総生産 Qt（＝消費財生産 Xt）の和を集計供給 Ytsとし，他方，期待販売 E








































































































































































































さらに，区分的函数に k を除く，ξ，b，a に対し既に数値が設定されているものとする。ここで，














９）本項の議論の手続は，Shone［２４］（Chap．７）, Lorenz, op. cit.,（Chap．４．）に負う。
１０）Lorenz, op. cit.,（p．１１１）参照。
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